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資料料❷ 　沖縄の⽶米軍基地の現状�
資料料❸ 　琉琉球・沖縄史年年表�
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�
■映画 　『OKINAWA  1965』（95分）　　　　　　　　	
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■11⽉月3⽇日（⼟土）のプログラム�
�
 　13：00 　開場（受付準備ができ次第開場）�
      13：30 　開会�
 　13：40 　上映『OKINAWA  1965』(95分）�
 　15：20 　トークシェア�
 　16：40 　閉会予定 　 　 　�
 　 　�

第46回憲法を考える映画の会  ⼿手元資料料�

主催：憲法を考える映画の会�
�
〒185-0024　東京都国分寺市泉町３−５−６−３０３    �
TEL  :  ０４２−４０６−０502�
ホームページ：http://kenpou-eiga.com　 �
E-mail  :  hanasaki33@me.com 
Facebook：憲法を考える映画の会�
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資料料❶ 　『OKINAWA1965』解説と3つのキーワード  公式ホームページより 　 　 　 　�
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第46回憲法を考える映画の会  ⼿手元資料料�

1965年年、⽶米国占領領下の沖縄。本⼟土復復帰を求める祖国復復帰⾏行行
進の最中、報道写真家の嬉野京⼦子によって1枚の写真が撮影
された。幼い少⼥女女が無残にも⽶米軍のトラックに轢轢き殺された、
当時の沖縄の縮図とも⾔言える写真だ。太平洋戦争末期、凄惨
な地上戦で多くの犠牲を払った沖縄には、戦後も安寧が訪れ
ることはなかった。県⺠民の⼟土地は⽶米軍が武⼒力力を持って強奪し、
戦争のための基地が作られた。そこに駐留留する⽶米兵が起こし
た事件は、さらに⼈人々を傷つけた。これに対して沖縄の住⺠民
たちが⽴立立ち上がったことで、本⼟土復復帰が実現。しかし、“基
地のない平和な沖縄に”という願いはいまだ果たされていな
い。この映画は、平和を求め続けた元海兵隊員のアレン・ネ
ルソンさんや“沖縄のガンジー”こと阿波根昌鴻さんを始めと
した⼈人々の想いの記録。沖縄の戦後はまだ終わっていない。
求めるものは、新辺野古基地建設断念念、ひいてはすべての基
地の廃⽌止。そして、平和な未来への願い……。
(MovieWalker  映画『OKINAWA  1965』映画のストーリー  
より）�
�
祖国復復帰⾏行行進�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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  �
⽇日本への本⼟土復復帰を掲げる広範な団体が、それぞれの主張の
違いを脇に置き、「祖国復復帰」という⼀一点で共同した沖縄県
祖国復復帰協議会（復復帰協）が、主催した初の統⼀一した⾏行行進運
動。復復帰協には、沖縄⼈人⺠民党、社会党、社会⼤大衆党などに加
え、保守系の会派も参加。労働組合や県内各地の⻘青年年団や婦
⼈人連合会、宗教者の団体も参加していた。�
1964年年に初めて⾏行行われた祖国復復帰⾏行行進が、復復帰協としての
コンセンサスを取れずに、沖縄⼈人⺠民党だけが取り組んだ結果、
⽶米軍の弾圧を受けたため、「祖国復復帰の思いは共通。取り組
むなら、やはり統⼀一してやるべき」という声が強まり、
1965年年に実現。嬉野さんはこの初めての祖国復復帰⾏行行進に参
加している最中、⽶米軍トラックによる⼥女女児轢轢殺事件の写真を
撮影した。�
�
⼈人間らしい⽣生き⽅方を求めて〜～阿波根昌鴻さんと⾮非暴暴⼒力力平和運
動〜～�
�
嬉野さんが沖縄の中でも⼤大切切にしているの場所がある。�
伊江島の⼀一般財団法⼈人「わびあいの⾥里里」だ。�
ここには反戦平和資料料館「ヌチドゥタカラ（命こそ宝）の
家」があり、戦争と基地被害の証拠が所狭しと並べられてい
る。�
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「ヌチドゥタカラの家」は農⺠民の⽴立立場から⾮非暴暴⼒力力平和運
動を提唱し、基地反対闘争の先頭に⽴立立ってきた故・阿波
根昌鴻さんが1992年年に建⽴立立した平和をつくる実践活動
の拠点である。�
⾮非暴暴⼒力力平和運動はその名の通り、暴暴⼒力力に頼らず、話し合
いによって問題を解決していくというもの。沖縄戦やそ
の後の様々な運動による経験で「暴暴⼒力力は何も⽣生まない」
と実感した阿波根さんの精神が産んだ運動⽅方針である。�
「ヌチドゥタカラの家」には、福祉施設「やすらぎの
家」が併設されている。�
障がいを持った⼈人間にも⽼老老いた⼈人間にも優しくなれる福
祉の精神を持った社会づくりこそ、平和への第⼀一歩であ
るという理理念念で造られた場所である。�
�
阿波根さんは「福祉と平和の村」を⽬目指していたのだ。�
平和運動と福祉というと全く別なもののように思ってし
まうが、よく考えて⾒見見ると両⽅方とも、思考する能⼒力力と理理
性を持った「⼈人間」でなければ出来ないもっとも「⼈人間
らしい」思考と⾔言っても過⾔言ではない。�
まさに憲法９条（反戦平和）や憲法25条（社会保障）の
精神を具現化しようとする精神がここにはある。�
�
アレン・ネルソン〜～『沖縄に基地はいらない』を提唱し
た元・⽶米軍海兵隊員〜～�
�
元海兵隊員のアレン・ネルソンさんは、1966年年に沖縄
のキャンプハンセンで訓練を受けて、ベトナム戦争に投
⼊入された。1995年年に起きた12歳の少⼥女女レイプ事件につ
いて、⾃自分で調べ、沖縄の基地が以前にもまして強化さ
れていることを知り、翌年年、沖縄で平和運動をしている
グループに呼ばれる形で30年年ぶりに沖縄を訪れた。アレ
ンさんはアメリカで「沖縄駐留留⽶米軍をアメリカに連れ戻
すネットワーク」を⽴立立ち上げ、年年に⼀一度度はかならず沖縄
に⾏行行った。�
嬉野さんはアレンさんがこうした活動を⽇日本でするので
あれば、⾃自分にできる⼿手伝いをしたいと申し出た。アレ
ンさんが⽇日本で講演活動をするとき、ニューヨークから
嬉野さんの家にやってきて、講演に出かけていく。移動
の合間には嬉野さんの家で休息する。嬉野さんは、東北北、
甲信越、関東近辺は講演主催者との連絡も引き受け、会
場まで案内していた。�
�
【スタッフ】�
企画・製作・監督：都⿃鳥伸也�
企画・製作・編集：都⿃鳥拓拓也�
撮影：都⿃鳥拓拓也・⼩小野寺享・都⿃鳥伸也�
整⾳音：若若林林⼤大介 　現場録⾳音・助監督：藤崎仁志�
ナレーター：⼩小林林タカ⿅鹿鹿 　朗読：太⽥田いず帆・悠雲�
タイトルデザイン：堤岳彦�
�
【登場⼈人物】�
嬉野京⼦子 　謝花悦⼦子 　具志堅隆松�
2017年年/⽇日本映画/95分�
配給：ロングラン・映像メディア事業部�
�
（映画『OKINAWA1965』公式ページより�
http://longrun.main.jp/okinawa1965/index.html）�
�
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資料料❷ 　沖縄の⽶米軍基地の現状�
＊嬉野京⼦子さんの講演資料料より借⽤用�
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資料料❸ 　琉琉球・沖縄史年年表１（1187〜～1969）�
＊嬉野京⼦子さんの講演資料料より借⽤用。200年年以降降は憲法を考える映画の会で加筆�
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資料料❸ 　琉琉球･沖縄史年年表２（1970〜～2018）�
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＊嬉野京⼦子さんから沖縄を考える資料料として「新沖縄フォーラ
ム」の『けーし⾵風』掲載のシンポジウム記録「軍隊､そして私
たち」をご紹介いただきました。�

資料料❹ 　軍隊、そしてわたしたち─あなたはどうつきあいますか？⑴�
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資料料❹ 　軍隊、そしてわたしたち─あなたはどうつきあいますか？⑵�
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資料料❹ 　軍隊、そしてわたしたち─あなたはどうつきあいますか？⑶�
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資料料❹ 　軍隊、そしてわたしたち─あなたはどうつきあいますか？⑷�
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資料料❹ 　軍隊、そしてわたしたち─あなたはどうつきあいますか？⑸�
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資料料❹ 　軍隊、そしてわたしたち─あなたはどうつきあいますか？⑹�
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資料料❹ 　軍隊、そしてわたしたち─あなたはどうつきあいますか？⑺�
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資料料❹ 　軍隊、そしてわたしたち─あなたはどうつきあいますか？⑻�
 　�



資料料❺ 　沖縄と戦争の問題を考える書籍の紹介 　 　 　�
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『戦場が⾒見見える島  沖縄 　50年年間の取材から』�
著者：嬉野京⼦子�
新⽇日本出版社：1600円�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
『OKINAWA1965』�
著者：都⿃鳥伸也 　都⿃鳥拓拓也 　編者：佐野亨�
七ツ森書館：1800円�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
『戦場で⼼心が壊れて  元海兵隊員の証⾔言』�
著書：アレン・ネルソン�
新⽇日本出版社：1300円�
�
�
�
�
�

『ネルソンさん、あなたは⼈人を殺しましたか? 　ベトナム
帰還兵が語る「ほんとうの戦争」 　』�
著書：アレン・ネルソン 　講談社：450円�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
『辺野古に基地はつくれない』�
著者：⼭山城博治 　北北上⽥田毅�
岩波書店（岩波ブックレットNo.987）：520円�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
『翁⻑⾧長知事の遺志を継ぐ  辺野古に基地はつくらせない』�
編著者：宮本憲⼀一 　⽩白藤博⾏行行�
⾃自治体研究社 　600円�
�
�

なぜ「島ぐるみ」でた
たかうのか�
�
第1章�
⽶米軍占領領下の沖縄で�
第2章�
「祖国復復帰」の前と後�
第3章�
再び「島ぐるみ」と
なったうねり�
�
上映会場で販売中�

沖縄について､ほとんど
予備知識識を持たない若若
い世代が､ドキュメンタ
リー映画の制作を通し
て⾒見見いだしたものとは
──�
⼈人との出会いをもとに
沖縄の過去と現在を⾒見見
つめた思索索と探求の記
録�
�
上映会場で販売中�
�
�
�

突然よみがえる戦場、
得体の知れない恐怖…�
帰還兵を苦しめる精神
の病�
�
…私には、この⽇日本と
いう国もまた、ある意
味で私と同じような病
を抱えているように⾒見見
えるのです…�
�
上映会場で販売中�

ベトナム帰還兵が語る
「ほんとうの戦争」�
�
貧困と⼈人種差別から解
放されるために18歳で
⼊入った海兵隊。そこで
の訓練で、⼈人を殺すこ
とのためらいや､罪の
意識識が薄れていく。や
がて戦地に赴くことに
なり、降降り⽴立立ったのは
ベトナム。「ほんとう
の戦争は無慈悲で残虐
で愚かでそして無意味
です。」�

⼯工事は“粛々と”進⾏行行…�
なんかしていない。�
�
沖縄の美ら海を破壊し、
強⾏行行される⽶米軍基地建
設。しかし県⺠民の抵抗
と、あまりの難⼯工事の
ために、⼯工事は遅れに
遅れている。�
�
まだ⽌止められるこれだ
けの理理由。�

沖縄をアジアの平和と
環境と⾃自治の「発信
地」に──翁⻑⾧長さんの
遺志を�
�
辺野古に巨⼤大な軍事基
地を作るか、それを阻
⽌止するかは沖縄問題で
あるだけでなく、今後
の⽇日本が⽇日⽶米軍事同盟
の強化で戦争タイ瀬へ
進むのか、アジアの平
和のために憲法を守っ
ていくのかの未来を決
する問題です。�



資料料❻ 　恵庭裁判弁護団の内藤功先⽣生のお話をお聞きして   　 　 　 　�
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  （9条加憲案の国会上程、国⺠民投票へ進めるとする動
きをいま、どのようにしたら⽌止めることができるか、
どのようにその欺瞞性を⼈人に話して説得することがで
きるかをずっと考えていました。�
 　そんな時、9⽉月15⽇日、映画『憲法を武器として』の上
映会の後の内藤功先⽣生のお話を聞きました。内藤先⽣生
は恵庭事件の裁判の弁護団のお⼀一⼈人で、弁護⼠士として
弁護の中⼼心にいらっしゃった⽅方です。そのお話の中か
ら報告させていただきます）�
  �
 　内藤先⽣生は、安部⾸首相の⾔言う「⾃自衛隊に9条を加え
る」という考えについて、どう考えたら良良いか4つのこ
とから語られました。�
まず憲法9条に書き込まれた場合の⾃自衛隊はもはや、今
までの憲法の枠にとどまらない。「軍隊」になる。集
団的⾃自衛権、軍事裁判所。徴兵、国⺠民の軍事動員に道
を開く。�
（ではそれに対してどうしていったら良良いのか？）⽇日
本国憲法が侵略略戦争の反省省と国⺠民の強い⽀支持のもとに
作られたことを国⺠民の中に定着させなければならない。�
沖縄の知事選が⾏行行われているが、沖縄の祖国復復帰の想
いは憲法の下に復復帰したいというもので、基地のない
沖縄をめざした切切実なものだった。沖縄の⼈人々のそう
した視点から憲法の価値を考えていくこと。�
 　南北北朝鮮の⾸首脳会談､⽶米朝⾸首脳会談があって、朝鮮半
島の⾮非核化、アジアから戦争が遠ざかっているという
状況が⼤大きく展開しつつある。ますます憲法9条が現実
味をもってくる情勢である。そうした中で⽇日本はどう
していくかを憲法の原点から考える。 　�
  �
 　質問で「国⺠民の10％位しか⾃自衛隊を違憲と思ってい
ない。でも⾃自衛隊は違憲だといっていかなければなら
ないのではないかと思っているが」に答えて「⾃自衛隊
と憲法の関係」について4つの観点からお話をされまし
た。�
① 　憲法論論から考える�
② 　⾃自衛隊という組織をどうすべきか、政策論論から考
える。�
③ 　⾃自衛隊の災害救援での役割について考える。�
④ 　⾃自衛隊の⼀一部⾼高級幹部と、⼀一般下級隊員、家族と
を区別して考える�
  �
① 　憲法論論から考える�
憲法解釈論論として⾃自衛隊はどう考えようとも合憲とは
⾔言えない。違憲論論は国⺠民の中では今は少数かもしれな
いが、法律律家の圧倒的多数は⾃自衛隊は違憲。国⺠民にこ
との本質をよく知らせれば、変わり得る。�
② 　⾃自衛隊という組織はどうあるべきか。政策論論から
考える。�
25万⼈人の⾃自衛隊を､今すぐに解消させると⾔言っても現実
的に難しい。それは歴代政権と最⾼高裁判所に責任があ
る。ただ朝鮮半島、アジアに戦争がなくなろうとして
いる今の情況の中で「こんな強い戦⼒力力はいらない」と
いう軍縮という形でまず、当⾯面進めることが必要。�
アメリカと癒着しすぎている共同演習や武器購⼊入をや
めていくことから､国際情勢に応じて軍縮へ向かうべき。�
�
�
�
  �
�
�
�
�

③ 　災害救援での役割から⾃自衛隊をどう考えるか。�
災害対策のための予算･⼈人員･器材は、消防、警察、⾃自
治体などもっと増強すべきところがある。�
安倍⾸首相はすぐ⾃自衛隊の活動を強調して宣伝したがる
が､だからといって⾃自衛隊が合憲であると⾔言うことには
ならない。�
�
④ 　⾃自衛隊の⼀一部⾼高級幹部と、⼀一般隊員やその家族と
を区別して考える�
⾃自衛隊の統合幕僚僚⻑⾧長などの⼀一部⾼高級幹部は、政権中枢
や⽶米軍や兵器産業と癒着していて、戦前の再現をね
らっているようなところがあるが、⼀一般下級隊員はむ
しろ⼈人に喜ばれる仕事がしたいというような純真でま
じめな⼈人が多い｡⼈人のために役⽴立立ちたいと思って⼊入隊し
た⼈人が多い。こうした⼈人たちの⽣生命を海外での戦闘で
奪われないように守る。�
  �
 　安倍総理理は、「⾃自衛隊は必要最⼩小限度度の防衛⼒力力で
あって、災害救援に⼀一所懸命やって役に⽴立立っている。
こう⾔言う⾃自衛隊を違憲というのは可哀想ではないか、
失礼ではないか。⾃自衛隊の存在を書き込むだけだ。9条
1項も2項も何も変わらない」という。�
これはウソだ｡これに対して、もし私たちが「⾃自衛隊は
なんとなく違憲じゃないね。合憲だ」と思っていると
ビシッと反論論できない。�
「⾃自衛隊は違憲だ。それを書き込んだって違憲なん
だ」という⽴立立場に徹してこそ⾃自衛隊合憲論論を打ち破る
ことができる。違憲論論を強くうたっていくことが今こ
そ⼤大切切だ。�
 　そして、「安倍政権の改憲には反対」という⼈人たち
と⼀一致点�
・憲法論論では明確に違憲。�
・⾃自衛隊を解消するには国際情勢、アジアの情勢を平
和の⽅方向に持っていく努⼒力力が必要。�
・災害対策は本来⾃自衛隊がやるものではない。�
・⼀一般下級隊員の⼈人と⼀一部⾼高級幹部を区別する。�
で共闘することが急務。�

（⽂文責：花崎）�

朝⽇日新聞2018年年10⽉月20⽇日�



資料料❼「憲法を考える映画の会」からのお知らせ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　�
　�

これからの「憲法を考える映画の会」�
�

第47回  憲法を考える映画の会�
⽇日時：12⽉月8⽇日（⼟土）13：30〜～16：30�
会場：⽂文京区⺠民センター３A会議室  �
 　 　 　（地下鉄春⽇日駅・後楽園駅）�
映画：中国映画『南京!南京!』�
（2009年年制作・中国映画  陸陸川監督・133分）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⽇日中戦争のリアル、南京事件のリアル�
12⽉月は、1937年年に南京⼤大虐殺が起きた⽉月です。�
⽇日本が起こした戦争、侵略略戦争を考えていきます。�
この映画はフィクションですが、⽇日本兵を敵と⾒見見
るのでなく、⽇日本兵の苦しみも含め、南京事件が
どのようなものであったかを描こうとしています。�
監督は300冊を越える南京事件の資料料・写真集を
調べ、南京事件をリアルに再現し、そこで何が⾏行行
われたかを表現しようとしています。�
�
第48回  憲法を考える映画の会�
⽇日時：2019年年1⽉月27⽇日（⽇日）13：30〜～16：40�
会場：⽂文京区⺠民センター３A会議室�
プログラムは未定  �
�
�
�

憲法映画祭2019の準備�
�
来年年の憲法映画祭の⽇日程と会場が決まりました。�
�
と 　き：2019年年4⽉月27⽇日（⼟土）28⽇日（⽇日）�
ところ：武蔵野公会堂（吉祥寺駅南⼝口2分）�
�
上映作品、テーマ、プログラムや時間割等はこれか
ら検討します。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
私たちの憲法映画祭は、来年年で4回⽬目になります。�
憲法を考える映画の会の上映会も､12⽉月、来年年1⽉月、
3⽉月と会を重ねることができれば4⽉月にはちょうど�
50回⽬目になります。�
�
私たちは、第⼆二次安倍政権が出現し、改憲を⾔言い出
した2013年年4⽉月から「安倍政権によって改憲を許し
てはならない」との思いから「憲法を考える映画の
会」を始めました。しかし「戦争できる国」や改憲
の準備とも⾔言える秘密保護法、安保法制、共謀罪法
を強⾏行行させてしまいました。そして今開かれている、
国会で改憲案を説明、通常国会で⾃自衛隊9条加憲改
憲案を上程と、国⺠民投票のスケジュールまで⾔言われ
るところまで来てしまいました。�
�
そうした改憲の動きを許さないためにも、この憲法
映画祭を意味あるものにし、その⼒力力を拡げて⾏行行きた
いと思います。�

関連映画上映情報�
�

これまで私達が上映した映画の新しい上映会情報です。�
 　�
「憲法を武器として」上映会�
 　と 　き：❶ 　2018年年11⽉月24⽇日（⼟土）18時〜～�
 　ところ：中央区築地社会教育会館視聴覚室�
 　と 　き：❷ 　2018年年12⽉月2⽇日（⽇日）14時〜～�
 　 　 　 　 　❸ 　2018年年12⽉月22⽇日（⼟土）14時〜～�
 　 　 　 　 　❹ 　2019年年1⽉月13⽇日（⽇日）14時〜～�
 　ところ：⽂文京区⺠民センター 　3A会議室�
 　映 　画：「憲法を武器として  恵庭事件知られざる�
 　 　 　 　 　 　50年年⽬目の真実」�
 　ゲスト：内藤功弁護⼠士�
 　 　 　 　（恵庭事件弁護団、元参議院議員） 　 　 　�
 　参加費：1000円�
 　主 　催：タキオンジャパン090-‐‑‒3576-‐‑‒6644�
 　「⾃自衛隊加憲」などとまやかしの改憲が進められる
中で、恵庭裁判の裁判の中で⾃自衛隊違憲が論論じられた
ことは⼤大きな意義がありました。裁判の弁護団の内藤
さんのお話も聞くことができます。是⾮非「憲法」を武
器としましょう。�

映画『天から落落ちてきた男』⽇日本語版制作�
�
グアテマラの市⺠民の闘いを描いた『グラニート』
『500年年』の⽇日本語版を制作した⼋八⽊木啓代さんと
⻑⾧長⾕谷川ニナ先⽣生が今度度は、新しいアルゼンチン映
画の翻訳に取り組みます。映画『天から落落ちてき
た男』です。軍事政権下に起きた忌まわしい事件
の裏裏側であった信じがたい実話の真相を解き明か
していくスリリングなドキュメンタリー映画です。�
⼋八⽊木さんたちは、現在、この⽇日本語版制作資⾦金金を
クラウドファンディングで11⽉月29⽇日から30⽇日間
で募っています。是⾮非募集のクラウドファンディ
ング⽀支援ページをご覧になってください。�
https://readyfor.jp/projects/caido�
なお映画の案内は『天から落落ちてきた男』サイト
http://caido.latinamerica-‐‑‒movie.com/�
この映画も、『グラニート』『500年年』と同様、
⽇日本語版完成後、憲法を考える映画の会での上映、
およびDVDの販売を予定しています。�
	


16	



